
日本の遺伝資源の保存管理の現状
及び主権的権利の行使の在り方 

（学術基礎の観点から） 

国立遺伝学研究所 
小原雄治 



遺伝資源（バイオリソース）は 
どのようにして生まれるか？ 

•研究の結果として（保存分譲は論文発表の義務）： 
•突然変異体：個別研究、saturation mutagenesis 

•トランスジェニック生物 

•体系的研究 

•研究を進めるために収集： 
•研究者が作り出したもの（ストックセンター）：大腸菌、線虫、
ショウジョウバエ、マウスetc. 

•自然集団：野生イネ、マウス野生亜種、、 



Distribution of Materials and Data 
One of the terms and conditions of publishing in Cell is that 
authors be willing to distribute any materials and protocols used 
in the published experiments to qualified researchers for their 
own use. Materials include but are not limited to cells, DNA, 
antibodies, reagents, organisms, and mouse strains, or if 
necessary the relevant ES cells. These must be made available 
with minimal restrictions and in a timely manner, but it is 
acceptable to request reasonable payment to cover the cost of 
maintenance and transport of materials. If there are restrictions 
to the availability of any materials, data, or information, these 
must be disclosed in the cover letter and the Experimental 
Procedures section of the manuscript at the time of submission. 
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分子生物学の発展にはバイオリソースあり 

•分子生物学は再現性・定量性を重視した。 
 （理論物理学者の参入） 
•問題を解くためにできるだけシンプルな系を使
い、材料を共有した。 

 ⇒ファージ、大腸菌 
•以後の高等動物への展開も同様 
 ⇒モデル実験生物には必ずリソースセンター     
とデータベース 

 ⇒自由な実験材料交換 



http://www.estherlederberg.com/EImag
es/Bachmann/Bachmann%20Correspo
nd%202.html 







優れたモデル実験生物はリソースセンター
とデータベースがしっかりしていた 

•大腸菌：CGSC (Coli Genteic Stock Center) 

•線虫：CGC (Caenorhabditis Genetic Center) 

•ショウジョウバエ： Bloomington Drosophila 
Stock Center 

•ゼブラフィッシュ：ZRIC (Zebrafish International 
Resource Center) 

•マウス：Jackson Laboratory 
 ⇒リソースのセンターはリサーチ 

 コミュニティのセンター 



日本はどうだったのか？ 



Before NBRP 

• 動物: 29 projects 
• 植物: 25 projects 
• 微生物: 19 projects in universities 
• 培養細胞等: 7 projects in universities 
 
80 projects  
with small budget! 
多数の系統保存事業 
が大学に散在 

勝木元也：学術月報（1997） 



• Early days for resource centers in univ. 
• 1995:  科学技術基本法 
• 1996:  科学技術基本計画、文部省学術審議会報告 
• 1997:  6 リソースセンター 、情報総合センター 
• 1998:  生物遺伝資源委員会 
• 2001: 省庁再編、第2期科学技術基本計画 
      知的基盤整備計画、理研BRC 
• 2002:  第1期NBRP開始 
• 2007:  第2期NBRP  
• 2009： NBRP補助金化 
• 2012： 第3期NBRP 

 

History to NBRP in Japan 

←「世界最高水準の 
ライフサイエンス 

基盤整備」 

←【整備すべきバイオリソースの要件】 
ａ） ライフサイエンス研究の発展に不可欠であり、安定的な

組織としての保存、供給体制の整備が適切であるバイ
オリソース 

ｂ） 利用する研究者のクリティカルマスが存在するバイオリ
ソースの整備 

ｃ） 標準的な系統が存在するバイオリソース 
ｄ） 我が国の独自性を発揮した研究、あるいは既に高いポ

テンシャルを有する研究を進めていくうえで重要なバイ
オリソース 



H18年総合科学技術会議・ライフサイエンス分野戦略重点科学技術全体俯瞰図より 



National BioResource Project 

 
 収集・保存・提供体制の確立

(24 リソース中核機関) 

情報センターの整備 
(http://www.nbrp.jp） 

品質向上のための開発 
 
 

情報センターの強化 

収集･保存･提供体制の整備 
（27のバイオリソース） 

（時代の要請に応えた生物種の追加） 

・ゲノム解析等による付加価値向上 
・保存技術等の開発 

1st term (2002-2006) 2nd  term (2007-2011) 

我
が
国
独
自
の
研
究
の
進
展
や
、
国
際
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
確
保 

 

補助金化 (2009-) 

MTAの整備 提供経費の課金 



3rd  term (2012-2017) 

ヒト細胞から植物まで 
世界最大規模の 

プロジェクト 



NBRPリソースの収集・保存・提供状況 

リソース毎に、一概に比較はできないものの、全体として、NBRPリソースの収集・保存・提供件数は 
順調に推移。世界トップクラスの拠点になりつつある。 

リソース保存数の推移 リソース提供数の推移 

資料：京都工芸繊維大学 

世界トップの拠
点 

機関 保存数 

筑波大学 4,098系統 

Tomato Genetics Resource 
Center （米） 

2,177系統 

フランス国立農業研究所
INRA(仏) 

3,600系統 

SOL Genomics Network (米) 3,417系統 

EU-SOL ~7,000系統 

資料：筑波大学 

ラット 

トマト 

ショウジョ
ウバエ 

トマト（第２期～） 
リソース保有数（個体）は世界トップレベル 

線虫 

系統数 

系統数 

系統数 系統数 
ゼブラフィッシュ 

保存数 提供数 設立 

NBRP-Rat 
（京都大学、 

日本） 
639 824 2002 

RRRC 
（ミズーリ大学、米国） 

295 *160 2001 

■国内外のラットリソース比較 
（同様のリソースセンターは日本と米国のみに存在） 

・NBRP-Rat保存数、提供数：平成24年（2012年）1月31日現在の数値  
・RRRC 保存数、提供数：HPより抜粋   *2007-11 データなし 
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http://www.nbrp.jp/ 



NBRPリソースによる研究成果（論文発表）（1） 

NBRPにより整備されたリソースを利用した研究成果論文は急激に増加しつつある。 

NBRPリソースを利用した論文数の累計 
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NBRPの成果例  

        メダカ   

 

！メダカ悪性黒色腫モデルの樹立！ 
 
 変異型EDFRであるXMRK遺伝子を色素細胞で発現

させることにより１００％の個体で悪性腫瘍を発症する
遺伝子導入メダカが樹立された。この系統は黒色腫と
ともに黄色素胞由来の赤色腫も発症する。この系統の
興味深い点は、樹立された系統の遺伝的背景を後輩
により変更することで症状がさまざまに変化することで
ある。これを利用することで発がんの修飾因子を同定
することも可能となると考えられる。これを進めることで
人の癌の余後に影響を与える遺伝子を同定できる可
能性を秘めている。 
Schartl et al., J Invest Dermatol 130, 249, 2010 

！浮きイネの水没回避遺伝子解明！  
 
 主要穀類のひとつであり、単子葉モデル植物でもある
イネ(Oryza属）は、世界中に２１種の野生種と２種の栽
培種が分布し、多様な生育特性やストレス耐性を持つ
系統や遺伝子の研究も進んでいる。 
 NBRPイネリソースを用いて、急激な深水に適応して
グングン茎を伸ばす浮きイネの遺伝子が、世界に先駆
けて単離、解析された。この成果はNatureに発表され、
（Hattori et al. Nature,460: 959-960, 2009） News and 
Viewsでも取り上げられた。モンスーン豪雨被害等の緩
和に期待が寄せられている。 
 
 

イ ネ   

このイネリソースは
数十年前に野生イ
ネとして東南アジア
で採集され長期間
保存されてきたも
のである。ゲノム科
学の時代になり新
たな光があたった
形である。 



ナショナルバイオリソースプロジェクトの成果例 

カイコ     

！黄繭の色は、クワ葉の色素（カロテノイド）！ 
 

 黄繭を作るカイコには、桑の葉に含まれるカロテノイドを結合して体
内に取り込む蛋白質が存在するため黄繭を作り、一方、白繭では同
蛋白質の遺伝子が壊れていることが、黄繭と白繭のリソースを用いた
研究から、明らかになった。 
 カロチノイドは、ヒトでは網膜等に必須な 
要素であるが、その取り込み・移行の 
メカニズムは良くわかっていなかった。 
個々の生物現象は広く共通しており、 
生物種を超えた研究の蓄積の重要性を 
実感する研究事例である。 
 
 
Sakudoh et al., (2007)PNAS, vol. 104, (21), 8941. 

ラット   

！世界に貢献するラットリソース！ 
 

 NBRP-Ratでは、ラット系統の収集・保存・提供 
事業、胚・精子の凍結保存技術、特性解析事業 
等が進められている。国際的に著名な遺伝学分 
野の専門誌「Nature Genetics」のラット特集では、 
ラットの研究者コミュニティーによる遺伝学の進歩 
と将来について記述された総説の中で、ラットが 
ヒト疾患の解明と予防に貢献する重要なバイオリ 
ソースであることを強調さており、NBRP-Ratが如何に大きな国際的貢
献をしているかが述べられている。  
 
Nature Genetics (2008), vol. 40, (5), 513-566. 

！休眠機構の遺伝学的解析！ 
 昆虫にも季節の変化を日長で感知し、厳しい冬の到来に備える休眠
機構がある。体内時計として、２４時間リズムの概日時計と昼夜の長さ
を知る光周時計が知られており、休眠にいたるこれらふたつの時計機
構の関連性は長年議論されてきた。本研究はノハラカオジロショウジョ
ウバエの休眠に、概日時計のふたつの遺伝子が強く関連していること
を明らかにした。ほ乳類の冬眠の機構解明の糸口として、また宇宙生
物学や放射線の影響などの研究の基礎となる。凍結保存よりメリット
が多く、リソース維持の基盤技術として応用が期待できる。 
Yamada et al., PLoS ONE 6(12), e27493, 2011 
 

ミヤコグサ・ダイズ  

！根粒窒素固定メカニズム全容の解明に向けて！ 
 

 ミヤコグサ（Lotus japonicus；Japanese trefoil）は 
マメ科、マメ亜科に属する多年生のマメ科植物で、 
世界中の亜熱帯から亜寒帯地域に150種以上が 
生息している。2倍体でゲノムサイズが小さい、自 
殖性であり世代期間が短い（２ - ４ヶ月）、形質転 
換が比較的容易である等の理由から、イネやシロ 
イヌナズナと同様にモデル植物としての地位を築 
き上げてきた。 
 現在、最も利用されているリソースはミヤコグサ 
実験系統の「Gifu B-129」と「Miyakojima MG-20」 
であり、主に、植物と微生物との共生関係にある 
根粒および菌根形成に関わる研究で利用され、 
いくつかの重要な遺伝子も単離されている。 

ノハラカオジロショウジョウバエ（Drosophila triauraria）の 
成虫雌（左）と卵巣（上：通常の卵巣、下：休眠中の卵巣）（右） 

    ショウジョウバエ 

http://www.sciencedirect.com/science?_ob=RedirectURL&_method=gejLink&_linkType=general&_cdi=20199&_issn=01761617&_targetURL=http://www.elsevier.com/locate/issn/01761617&_acct=C000050221&_version=1&_userid=10&md5=2366badb62b0d2facdf4a432d82eee7f


ライフサイエンスの今後 
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ゲノム科学の爆発的
発展により、生物の多
様性を活用した（進化
に学ぶ）研究開発が
発展するであろう。 

バイオリソースの重
要性が増大 



バイオリソースの戦略：「守り」と「攻め」 
 
●研究の後方支援 
 バンキング（質の確保） 
 資源ナショナリズムへの備え 
 
●研究の最前線 
 必要な系統、材料の体系的産出・収集（スピード） 
 ゲノム、再生、医療研究 
 ゲノム科学の進展を受けた生物多様性研究 
 
⇒研究開発を促進するためには 
“with minimal restrictions and in a timely manner” 
でリソース共有できることが必須。 
 



ABS実施による生物多様性研究
への影響

伊藤元己

東京大学・大学院総合文化研究科・教授

地球規模生物多様性情報機構（GBIF）・Governing Board Vice-Chair



生物多様性研究における生物試料の移動

海外 日本

海外調査, 標本・研究試料の輸入・貸し出し

国内の共同調査, 標本・研究試料の輸入・貸し出し



Global Taxonomy Initiative
Effective conservation and management of biodiversity 
depends in large part on our understanding of taxonomy. 
Unfortunately, inadequate taxonomic information and 
infrastructure, coupled with declining taxonomic expertise, 
hinders our ability to make informed decisions about 
conservation, sustainable use and sharing of the benefits 
derived from genetic resources. Governments, through the 
Convention on Biological Diversity, have acknowledged the 
existence of a "taxonomic impediment" to the sound 
management of biodiversity, and have developed the Global 
Taxonomic Initiative to remove or reduce the impediment. 

日本での問題点

・ FPと分類学コミュニティとの対話不足

・ GTIについて、分類学者による認知度がほとんどない

生物多様性条約の目的には分類学の振興が必要



日本は固有で豊かな生物多様性を持つ

固有率：約30%  (1700/5500)

From Fujikura et a l. 2010 Plos One 5 
シラネアオイ コウヤマキ

維管束植物 沿岸性海洋生物

日本近海は世界中で最も多様性の高いホッ
トスポットの１つ（Fujikura et al. 2010)



私たちはまだ日本の生物多様性
を十分に把握していない

動物で 5割以下の解明率。微生物では2～3割 ?
→生物相全体の解明が必要

http://research2.kahaku.go.jp/ujssb/search



国内生物資源の海外持ち出し

国内研究者が関与する事例
• 海外研究者との共同研究
• 標本の貸し出し＆交換

国内研究者は関与しない事例
• 外国人研究者のみによる日本国内の調査



国内生物資源の海外持ち出し

• 海外研究者との共同研究
– 研究試料の送付、海外共同研究者による持ち出し

• 標本の貸し出し＆交換
– 海外からの標本貸し出し依頼による標本送付

• 基本的には研究機関への貸し出し

– 海外研究機関との標本交換



標本は分類学の研究基盤

植物標本庫は「現物」のデータベース
タイプ標本は名前の基準となる
世界唯一の標本

東京大学の植物標本庫の収蔵標本（全点数約200万点） コヘラナレンの正基準標本

研究機関間の標本貸し借りは分類学研究において不可欠



CITESの事例

• ラン科植物等，附属書対象種の研究
– 未記載種の扱い （植物相調査では未記載種の標本が含
まれる）

→CITESにおける登録機関制度
（登録機関間での移動は簡略な手続きで済む）

• 一般の標本貸与時でも、附属書対象種と同じ手続
きを要求する国がある（eg. オーストラリア）
– 日本では研究機関登録制度が策定されていない
– 相手機関に複雑な輸出手続きを要求する事になる
– 日本から貸与した標本の返却が困難になった例



生物多様性の研究者にとって
どのような規制が望ましいか

• 生物多様性研究推進には規制なしがベスト
• 日本の生物資源の権利保護も必要
• 必要な手続きを最小限
• 海外共同研究推進の妨げにならない

生物多様性研究推進 生物資源の権利保護

１つの考え方

権利は保有するが、非営利目的には自由に使用可能
→ 申告制 ?
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1961年 約30億人

1971年 約40億人

人口爆発
その食料は主に農産物が支えている

人口爆発
その食料は主に農産物が支えている

約1億人

2050年予想

90億人を超える！

1901年 約16億人

食料安全保障
生産性の向上：育種



日本穀物検定協会編（1989） 図説 米の品種 より

• 明治36年～39年に農商務省農事試験場が全国から収集したイネの地方品種
が約4,000品種ー異名同種や同名異品種を精査して整理してなお670品種

→ 近代育種の基盤：わが国の遺伝資源の事始め

食糧農業植物遺伝資源とその利用

農業に係る知的基盤の整備
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療

経済産業省
・ 製品評価技術基盤機構

（提供可能なアジアの微生物等 産業有用微生物）

文部科学省
・ナショナルバイオリソースPJ（NBRP）（実験動物、実験用植物、実験用微生物、ヒトES細胞等）

・理研バイオリソースセンター （マウス、シロイヌナズナ、動物培養細胞等）

環境省

・ 国立環境研究所（微生物保存株、稀少種、侵入生物等）

厚生労働省
・ 医薬基盤研究所/ヒューマンサイエンス振興財団

（ヒト組織・培養細胞、薬用植物、疾患モデル動物（霊長類等）等）

厚労省創薬基盤推進研究

生
物
遺
伝
資
源
と
情
報
の
公
開
・
提
供
・
共
有

中
核
的
機
関
連
絡
会
、
遺
伝
資
源
委
員
会
、

生
物
遺
伝
資
源
等
知
的
基
盤
関
係
府
省
連
絡
会

等

ユ
ー
ザ
ー

わが国の知的基盤の整備

財務省
・酒類総合研究所(麹菌、酵母等)

府
省
間
連
携

海外

連携

農林水産省

・森林総合研究所（林木遺伝資源）
・水産総合研究センター（水産生物遺伝資源）

・大学、研究機関

農業生物資源研究所（作物、家畜、農業昆虫、農業微生物等）



いもち病菌の多様な
レース

さまざまな色・形のカイコの繭

ジーンバンク：農業生物の多様性の保存と利活用促進

ゲノム科学の進展で，生物の設計図を解読しています．しかし，私たちは設計図をま
だ充分に理解するには至っていません。その設計図だけから作物を作ることは今の技
術ではできません。まして、作物のもつ遺伝的な多様性をまだまだ理解していませ
ん。一度失われた作物品種は再び作り出すことができません。したがって、生物遺伝
資源の保存とその研究が不可欠です。



ジーンバンク事業
連絡協議会

植物部門
JP 219,081点

微生物部門
MAFF 29,381点

動物部門
ANJP 1,863点

DNA部門
662,246クローン

ジーンバンク事業
評価委員会

サブバンク

サブバンク

サブバンク

農林水産技術会議事務局

（独）農業・食品産業技術総合研究機
構10研究機関 ・（独）国際農林水産業
研究センター・（独）種苗管理セン
ター・ （独）家畜改良センター

（独）農業・食品産業技術総合研究機
構8研究機関・（独）農業環境技術研究
所・（独）国際農林水産業研究セン
ター

（独）農業・食品産業技術総合研究機
構 畜産草地研究所・（独）農業環境技
術研究所・（独）家畜改良センター

実施主体：遺伝資源センター

実施主体：ゲノムリソース
ユニット

センターバンクおよびサブ
バンクの責任者で構成

外部評価委員6名

センターバンク
（独）農業生物資源研究所
総括：遺伝資源センター長

科学技術基本計画に基く知的基盤整備としての農業生物遺伝資源の整備を国内外の連絡・調整を含め推進

実施主体：遺伝資源センター

実施主体：遺伝資源センター

サブバンク責任者や植物・微生物・動物の種類別責任者（キュレータ）およびセンターバンク関係者が参加してジーン
バンク事業連絡協議会を開催し、当該年度の実績と次年度の計画を検討する。その後、ジーンバンク事業評価委員会で
実績・計画を評価・確認しその推進に向け示唆・助言を得る。

農業生物資源ジーンバンク事業
1985年～ 農林水産ジーンバンク事業の一部、2001年～農業生物資源ジーンバンク事業

農業生物資源ジーンバンク事業：センターバンクとサブバンクで一体的に実施
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品目
主な開発品種
及び位置づけ

活用した特徴
遺伝資源

用途
導入国 導入品種

イネ

ヒノヒカリ
いもち病抵抗性 中 国？ 戦捷

食用

ひとめぼれ

あきたこまち
いもち病抵抗性 フィリピン TADUKAN

はえぬき

きらら３９７ 耐冷性・食味 米 国 CODY

小麦

ホクシン 多収性 米 国 ベルベット 製麺

チクゴイズミ 低アミロース性 中 国 徐州 製麺

ハルユタカ
耐病性、製ﾊﾟﾝ
性

メキシコ SIETE CERROS 製パン用

カン
ショ

ベニアズマ 良食味、耐病性 ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ T. №３ 食用

コガネセンガン
高ﾃﾞﾝﾌﾟﾝ、
機械化適性

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ T. №３ 澱粉用等

ベニハヤト 高カロチン 米国 Centennial 加工用

海外の遺伝資源なしには進まないわが国の品種改良
ジーンバンクの植物遺伝資源の約2/3は海外原産



2. 生物研
ツルマメ・Vigna属等

五島列島

1. 生物研
Vigna属

沖縄

4. 近中四農研
ツルマメ・Vigna属等

島根

5. 東北農研
ジュズダマ・ハトムギ

福島・新潟

8. 果樹研
カンキツ
奄美群島

9. 果樹研
ノカイドウ

九州 3. 生物研
ツルマメ・Vigna属等

東京・埼玉・山梨

6. 北海道農研
オギ

北海道・東北北部

7. 東北農研
オギ

東北北部

植物遺伝資源のジーンバンク事業
国内探索収集の例



～2015
熱帯マメ科

～2014
ソルガム

2007～2011 → 2016 ソルガム

28 October 2012 ～ 2016 イネ

2011～2015 熱帯マメ科 ＋ イネ
8 April 2012

MOUを締結し海外と遺伝資源の研究協力



海外品種海外品種

ツルマメツルマメ

日本品種日本品種

Breeding Science ダイズ特集号（2012）

日本のダイズ日本のダイズ 海外のダイズ海外のダイズ

利活用の促進：特性評価・多様性研究
例）ダイズ遺伝資源の高度化（1603系統/191SNP）



研究開発

品種育成

配布
情報公開

増殖・保存
情報管理

再増殖
在庫管理

分類・特性評価
特性情報 ユーザーによる遺ユーザーによる遺

伝資源の利活用

http://www.gene.affrc.go.
jp/

ジーンバンク事業では
生物研はセンターバンク

サ
ブ
バ
ン
ク
等
独
法
機
関
，
公
立
研
究
機
関
，

民
間
企
業
，
学
術
機
関
と
の
連
携
協
力

植物遺伝資源のジーンバンク事業・研究システム
多様性研究
多様性情報

調査･探索･
受入･突然変異
来歴・多様性情報

国際情勢を踏まえ，国際情勢を踏まえ，
アジアなどの諸外国，

国際組織・農業研究機関
との連携協力



森林・林業に関する
ジーンバンク事業

（独）森林総合研究所林木育種センター

遺伝資源部長

栗延 晋



森林総合研究所における
ジーンバンク事業

目的
森林・林木遺伝資源の総合的な収集、管理、利用システム（ジーン

バンク）を整備し、その円滑な運営を図ることにより、新品種の開発
やバイオテクノロジー等先端技術の開発に資する。
• 林木遺伝資源 （林業用樹種、希少種、天然記念物等）
• 森林微生物遺伝資源 （樹木病原菌、腐朽菌、菌根菌、きのこ類）

経緯
1. 農林水産省ジーンバンク事業として1985年に発足。
2. 林木遺伝資源については、５つの遺伝資源部門の一つとして林木育種センターが
メインバンクとなり関係機関と連携して事業を実施。

3. 微生物遺伝資源のうち、森林微生物遺伝資源については、森林総合研究所が生
物研ジーンバンクのサブバンクとして事業を実施。

4. 2001年の独立行政法人化に伴い、森林微生物遺伝資源については（独）森林総
合研究所が、林木遺伝資源については(独)林木育種センターが実施。

5. 2007年の両法人統合以降、（独）森林総合研究所で森林・林木のジーンバンク事
業を実施。



林木遺伝資源は、対象とす
る樹種が多く、かつ、個体の
寿命が長く巨大になるので成
体（樹体）による生息域内と
生息域外での保存を並行して
進めるとともに、利用目的に
応じて、種子・花粉での保存
も行っています。
平成２４年度末現在で登録
している林木遺伝資源は、①
生殖質（種子・花粉）：約１
１千点、②成体（樹体）:約２
４千点となっています。また、
情報管理している集団(林分)
の林木遺伝資源は、①主な生
息域内保存(現地内保存)とし
て林木遺伝資源保存林が約３
３０箇所（約９千ha）、②生
息域外保存（現地外保存）と
して遺伝子保存林が２３０箇
所(約１千ha)となっています。

林木遺伝資源の保存状況

１０,７０６点 ２４,０９６点 ３２４箇所
９,３５８ha

２３０箇所

９２９ha

林木遺伝資源

保
存
場
所

保
存
形
態

生息域内保存生息域外保存施設保存

生殖質
（種子・花粉）

集団（林分）集団（林分）個 体

保
存
方
法

成 体
（樹 体）

保存林
(天然林）

保存林
(人工林）

保存園
(クローン・家系）

貯蔵庫
(冷蔵・冷凍庫）

成 体
（樹 体）

（平成24年3月31日現在)
林木遺伝資源の保存方法と保存形態の体系

保存方法と保存形態



探索・収集
穂木や種子等の探索・収集。

①新品種の開発 ②新製品の開発 ③学術的な進歩

増殖・保存
つぎ木やさし木等による増殖、保存園や貯
蔵庫等での保存。

特性評価
保存している林木遺伝資源の特性を調査し、特
性評価を実施。

林木ジーンバンク事業の流れ

成長など利用
に関する特性
の調査。

花粉の発芽率など
の生理・生態的な
特性の調査。

配 布
林木遺伝資源は試験研究用として配布要請に応
じて、様々な配布形態での配布を実施。

種子 花粉 穂木 苗木

情 報 管 理
林木遺伝資源の収集場所等の来歴情報、保存形態等の保存情報、特性
評価等の情報について、データベースの構築を進め、インターネット上で
公開。

ホームページ上で公開しているデータベースデータベースへの入力作業

成 果



水産生物遺伝資源の管理・保全
－水研センターのジーンバンク事業－

（独）水産総合研究センター・増養殖研究所長

（水産生物遺伝資源保存事業・運営委員会委員長）

飯田 貴次



水研センター中期計画における位置づけ

基礎的・先導的研究
開発、および標本等
の収集・評価・保全

遺伝資源、標本等の収集・評価・保存

遺伝資源の保存管理技術の開発（ジーンバンク事業）

標本の収集並びにマネージメントシステムの開発

【具体的な取り組み】

GB事業では、主に「育種素材」として有望な株あるいは、選抜育種された有用株の生体
保存を行い、要望に応じ、定められた「規程・要領」に基づき、配布しています。

GB事業の基本方針

遺伝資源の利用には制限を設ける。

【理由】 「育種素材としての利用、および生態系に配慮した利用」により、日本の水産業
に有利な活用を目指す。
１．海藻類は重要な産業対象種 ２．生物餌料は魚貝類種苗生産に必須
３．微生物は産業に繋がる有用種 ４．魚病原因細菌類等は発症記録と対比して重要な意味

実
施
細
目
レ
ベ
ル

中課題レベル

小課題レベル



水産生物遺伝資源管理規程

○目的
水産生物の遺伝資源の国内外からの収集、分類、同定、
特性調査、増殖、保存及び配付等・・・・

○ 「遺伝資源」の定義
水産業上有用な遺伝形質を有するもの

○配付の制限
他の生物や環境に重大な影響を及ぼすおそれがあるとき、
・・・・・

○使用の制限（申込時に同意書をとっている）
試験研究、教育、申し込みに記入した事項に限る
譲渡してはいけない
外部に漏れないようにする

研究等の終了時に廃棄する



運営委員会

センターバンク
（増養殖研究所）

遺伝資源の配布に関する
窓口の役割をしています。

遺伝資源の保存情報を管理
し、適宜報告しています。

藻類サブバンク 生物餌料サブバンク 微生物サブバンク

【ワカメ、アラメ・カジメ、コンブ】

東北区水産研究所
北海道区水産研究所

【アマノリ類】

西海区水産研究所

【微細藻類】
増養殖研究所

瀬戸内海区水産研究所
【ワムシ】

日本海区水産研究所

【海洋微生物】
中央水産研究所
【病原菌類】
増養殖研究所

水研センターのジーンバンク事業体制



保存株のうち配付対象株数
藻類：２５ 生物餌料：２１ 微生物：２７

配付実績
平成２３年
生物餌料：７７点（微細藻類；４４点、ワムシ：３３点）
微生物（魚類病原微生物）：１点

平成２４年
生物餌料：１３０点（微細藻類：７６点、 ワムシ：５４点）
微生物（魚類病原微生物）：２点

保存株数（平成24年末）
藻類：１８８ 生物餌料：２２ 微生物：４７５



水産分野からみた日本における遺伝資源
への主権的権利の行使について

（現状）
・ 日本の排他的経済水域は広く、多様かつ固有の水棲生物
が生息しており、遺伝資源の提供国になることも考えられる。

・ 海における調査や漁業は、国連海洋法条約や関連した法
律、漁業法等により制限されている。

（対応）
・ 遺伝資源の定義や内外差別の有無の判断を行った上での
検討が必要。
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